
第２期岐阜県障がい者総合支援プラン（以下「支援プラン」という。）の策定において、障がいのある方が将来まで安心して生活できるようにするための政策を検討するに当たり、障害のある方の現在の生活の状況と今後の生活についてのお考えを把握するための調査を実施しました。

	【留意点】

本調査は、支援プラン策定に当たり緊急調査として実施したため、市町村との共同調査において、県下統一的に回答者を得られる形でのアンケートができなかったうえ、対象市町村以外の市町村に居住する障がい者の方の声を把握することができなかったものであることにご留意願います。


Ⅰ　調査の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　市町村との共同調査
（１）障がいのある方へのアンケート調査の実施

アンケートを障がいのある方に送付し、障がいの状況や今後の生活に係るお考えについてご回答をいただきました。

①アンケートの内容
	・対象者……高い程度の支援が必要とされている障がい者（重度・発達障がい・強度行動障がい・施設入所者）

・調査項目…性別、年齢、同居家族、手帳の等級・種類、障害支援区分、障がいの状況、入所申込みの有無、主な介助・支援者、今後の生活基盤についての考え（３年後・将来）、自由記述


②実施方法

　　市町村が障害福祉計画策定のために実施する障がい者ニーズ調査に合わせて実施するため、圏域ごとに調査協力が可能な市町村を選定し、それぞれ１市において調査を実施。

◆アンケートの実施概要

	圏域
	全圏域
	岐阜圏域
	西濃圏域
	中濃圏域
	東濃圏域
	飛騨圏域

	実施市町村
	５市計
	各務原市
	海津市
	美濃加茂市
	恵那市
	高山市

	調査方法
	
	Ａ
	Ａ
	Ａ
	Ａ
	Ｂ

	対象者
	
	障害者手帳
保持者
650名
	障害支援区分４～６の認定者
43名（重度のみ）
	団体、事業所を通じ、サービス支給決定者に配布
	障害者手帳
保持者
1,000名
	障害者手帳
保持者
1,212名



	回答数(A)
	1,677名
	309名
	20名
	99名
	556名
	693名

	障害者手帳

保持者数(B)
	25,713名
	7,572名
	2,199名
	2,816名
	6,675名
	5,911名

	代表性(A/B)
	6.5％
	4.1％
	0.9％
	3.5％
	8.3％
	11.7％


※「調査手法」…Ａ：県のアンケート用紙を市が実施するアンケート様式に同封

Ｂ：県のアンケートの内容を市が実施するアンケートに融合
※「障害者手帳保持者数」は平成29年３月31日現在の数値。
（２）市町村担当課への聴き取り調査の実施
　　　既に障害福祉計画を策定するにあたってニーズ調査を実施した市町村に対し、圏域ごとに人口規模の大きな市を選定し、その担当課に施設入所・短期入所等に係るニーズとそれに対する施策の方向性等（地域移行に係る環境整備を含む）について、聴き取りを実施しました。

	圏域
	岐阜圏域
	西濃圏域
	中濃圏域
	東濃圏域
	飛騨圏域

	実施市町村
	岐阜市
	大垣市
	可児市
	多治見市
	高山市


２　関係団体への聴き取り調査

第２期支援プランを策定するに当たり、関係する32団体に意見聴取を行った中で、障がいのある方の地域での生活に関するニーズや施設入所及び短期入所に係るニーズ等についての意見を伺いました。
３　障害者支援施設における待機者調査

県内の障害者支援施設における待機者の状況について、市町村ごとに調査しました。
◆本県内の入所支援施設数等（平成２８年度末）

	・入所施設数　　　　　４５施設

・入所者数　　　　２，２９２人


Ⅱ　調査結果の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
１　市町村との共同調査
市町村との共同調査において、結果を分析したところ、以下の傾向がみられました。

◆全体（５市計）

	【在宅・重度】

・３年後の生活においては、７割超の方が「現在と同じ」と回答。

・将来の生活においては、「施設入所」との回答が最も多く、次いで「グループホーム入居（以下「ＧＨ入居」）」が多い。

・全ての年代において、将来の生活では「ＧＨ入居」のニーズが相当数ある。

【在宅・発達障がい】

・３年後の生活においては、「現在と同じ」が最も多い。

・将来の生活においては、「ＧＨ入居」と「施設入所」に回答が分かれている。「在宅・重度」に比べ、「ＧＨ入居」のニーズが高い。

【在宅・強度行動障がい】

・３年後の生活においては、「現在と同じ」が最も多い。

・将来の生活においては、「施設入所」が最も多く、次いで「ＧＨ入居」が多くなる。
・将来の生活は「わからない」との回答も多い。

【施設入所者】

・将来の生活においては、「施設入所」が多い。

・「ＧＨ入居」の回答も相当数あり、施設入所者であっても地域移行を望む傾向もみられる。


◆岐阜圏域（各務原市）
	【在宅・重度】【自宅・強度行動障がい】

・３年後は「現在と同じ」が最も多いが、将来は、多くの方が「施設入所」と回答。
【在宅・発達障がい】

・３年後は「現在と同じ」が最も多いが、将来は「ＧＨ入居」と「施設入所」に分かれた。

・「ＧＨ入居」のニーズが高い。

【施設入所者】

・３年後も将来も「施設入所」が最も多い状況は変わらないが、「ＧＨ入居」の回答もある。


◆西濃圏域（海津市）
	【在宅・重度】

・３年後は「現在と同じ」が最も多いが、将来は「施設入所」と「ＧＨ入居」に分かれた。

【在宅・発達障がい】【施設入所者】

・３年後も将来も、「施設入所」を希望。


◆中濃圏域（美濃加茂市）

	【在宅・重度】

・３年後は「現在と同じ」が最も多いが、将来は、多くの方が「施設入所」と回答。
【在宅・発達障がい】

・３年後は「現在と同じ」が最も多いが、将来は「施設入所」と「ＧＨ入居」に分かれた。


◆東濃圏域（恵那市）
	【在宅・重度】

・３年後は「現在と同じ」が最も多いが、将来は、「施設入所」が多めながら「ＧＨ入居」と回答が分かれた。
・60歳以上の方の将来の回答は「施設入所」と「ＧＨ入居」がほぼ同数。高齢であっても、「ＧＨ入居」のニーズが高い傾向がみられる。

【在宅・発達障がい】

・３年後は「現在と同じ」が最も多く、将来も「現在と同じ」が最も多い。

・将来の「施設入所」と「ＧＨ入居」の回答が同数。

【在宅・強度行動障がい】

・３年後は「現在と同じ」が最も多いが、将来は「わからない」が最多、次いで「施設入所」。


◆飛騨圏域（高山市）

	【在宅・重度】

・３年後は「現在と同じ」が最も多いが、将来は「施設入所」と「ＧＨ入居」に、ほぼ同数で回答が分かれた。
・将来、30歳代以下は「ＧＨ入居」、40・50歳代以上は「施設入所」を希望する傾向。
【在宅・発達障がい】

・３年後は「現在と同じ」が最も多いが、将来は「ＧＨ入居」が最も多い。
【在宅・強度行動障がい】

・３年後は全て「現在と同じ」で、将来は「施設入所」と「ＧＨ入居」に同数で分かれた。
・将来は「わからない」との回答もある。

【施設入所者】

・３年後も将来も「施設入所」が最も多いが、将来は「ＧＨ入居」も相当数ある。


２　関係団体への聴き取り調査

「高齢化、重度化、医療的ケアの観点から入所施設が必要」「地域移行には、グループホームや日中活動サービス等がもっと必要」との声が多数ありました。

３　障害者支援施設における待機者調査

第２期支援プランの期間中（平成30～32年度）の施設入所を希望している入所待機者（平成28年度末時点）の数（193人）は、現在の支援プラン策定時（平成25年度末時点）の入所待機者（198人）と比べ、 ほぼ変化がない状況です。

　一方、「時期未定」としている待機者は、259人から436人に増加している状況です。

Ⅲ　今後の施策の方向性　　　　　　　　　　　　　　　　　
調査結果から判明した課題を踏まえ、今後、以下の方向性で施策に取り組むこととし、第２期支援プランに盛り込みます。

①　３年後については「現在と同じにように生活する」と考えている方が多いが、将来、主な介助・支援者が介助・支援できなくなった後については、施設への入所やグループホームへの入居を考えている方が多いことから、第２期支援プランにおける施設入所者数を「現状維持」としつつ、今後、グループホームの整備を推進する。

②　重度障がい者及び発達障がい者でも、グループホーム入居のニーズが高い傾向にあるため、重度障がい者及び発達障がい者に対応できるグループホームの整備を推進する。

③　全ての年代において、グループホームへの入居を考えている方が多いため、グループホームの整備と合わせ、地域住民の理解促進を図るとともに、入居者の日中活動の場の確保を推進する。

＜第２期支援プランに盛り込むサービス見込量＞

	項　　　目
	単位
	現プラン
	第２期支援プラン
	増加量

(H29

→32)

	
	
	H29

（見込）
	H30
	H31
	H32
	

	日中

活動

サー

ビス
	生活介護
	人分
	4,658
	4,780
	4,928
	5,088
	430

	
	就労移行支援
	人分
	449
	511
	570
	626
	177

	
	就労継続支援（A型）
	人分
	2,303
	2,430
	2,562
	2,698
	395

	
	就労継続支援（B型）
	人分
	2,854
	3,050
	3,204
	3,381
	527

	
	短期入所
	人分
	866
	973
	1,052
	1,119
	253

	共同生活援助（グループホーム）
	人分
	1,128
	1,242
	1,327
	1,422
	294


④　将来の生活について「わからない」との声も多いため、障がい者の計画相談を担当する相談支援専門員が、中長期的視点でもサポートできるようにするため、研修の充実によりスキルアップを図る。

⑤　今回の調査では、将来の生活の考えについて、一定の傾向は掴めたものの、調査に要する期間や対象者数の不足もあり、必要な施設入所者数の把握が十分にできなかったため、第３期支援プランの策定に向け、次年度以降に、再度、障がい者に対するニーズ調査を実施する。
Ⅳ　調査結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　市町村との共同調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆全体（５市計）
（１）障がいのある方へのアンケート調査結果
○　各市のアンケート調査（特に障がいの程度が重度の方における今後の生活基盤のニーズを把握するため分析値）を単純に合計し、母数を増やすことで県下の傾向を推し量ってみました。
	（ア）自宅にて生活しており、障害支援区分４～６の認定を受けている方の考え（147名）


　　■３年後の生活についての考え

	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	23
	24
	62
	109

	グループホームに入居して生活する
	0
	2
	3
	5

	施設に入所して生活する
	0
	2
	4
	6

	わからない・その他
	5
	9
	13
	27

	合計
	28
	37
	82
	147


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	4
	2
	12
	18

	グループホームに入居して生活する
	7
	8
	18
	33

	施設に入所して生活する
	9
	17
	43
	69

	わからない・その他
	8
	10
	9
	27

	合計
	28
	37
	82
	147


	（イ）自宅にて生活しており、発達障がいの診断を受けている方の考え（139名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	3
	17
	85
	105

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	4
	4

	施設に入所して生活する
	0
	3
	4
	7

	わからない・その他
	1
	4
	18
	23

	合計
	4
	24
	111
	139


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	1
	2
	24
	27

	グループホームに入居して生活する
	0
	11
	36
	47

	施設に入所して生活する
	0
	8
	28
	36

	わからない・その他
	3
	3
	23
	29

	合計
	4
	24
	111
	139

	（ウ）自宅にて生活しており、強度行動障がいがある方の考え（16名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	5
	4
	4
	13

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設に入所して生活する
	0
	1
	0
	1

	わからない・その他
	1
	1
	0
	2

	合計
	6
	6
	4
	16


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	1
	0
	0
	1

	グループホームに入居して生活する
	1
	1
	1
	3

	施設に入所して生活する
	1
	3
	2
	6

	わからない・その他
	3
	2
	1
	6

	合計
	6
	6
	4
	16


	（エ）施設に入所して生活している方の考え（117名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	サービスを利用しながら生活する
	1
	1
	0
	2

	グループホームに入居して生活する
	0
	2
	1
	3

	施設にて生活する
	44
	45
	12
	101

	わからない・その他
	3
	5
	3
	11

	合計
	48
	53
	16
	117


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	サービスを利用しながら生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	7
	11
	3
	21

	施設にて生活する
	27
	34
	9
	70

	わからない・その他
	14
	8
	4
	26

	合計
	48
	53
	16
	117


（２）市町村担当課への聴き取り調査結果（主な意見）
	○親亡き後の生活がイメージできず漠然とした不安を持っている方がいる。（岐阜市）

○市の次期障害福祉計画においては、入所施設の利用者数を維持することとした。（大垣市）

○グループホームの体験利用を積極的に推進していきたい。（可児市）

○重度の障がいの方についてグループホームで対応することは、現状では困難。（多治見市）

○グループホームの整備により、より重度の方が施設入所できるようにしたい。（高山市）


◆岐阜圏域
（１）障がいのある方へのアンケート調査結果（各務原市）
○　各務原市と共同してアンケート調査を実施し、その結果を基に、特に障がいの程度が重度の方における今後の生活基盤のニーズを把握するため、次のとおり分析しました。
	（ア）自宅にて生活しており、障害支援区分４～６の認定を受けている方の考え（47名）


　　■３年後の生活についての考え

	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	2
	10
	24
	36

	グループホームに入居して生活する
	0
	1
	1
	2

	施設に入所して生活する
	0
	0
	3
	3

	わからない・その他
	1
	2
	3
	6

	合計
	3
	13
	31
	47


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	1
	1
	8
	10

	グループホームに入居して生活する
	0
	2
	2
	4

	施設に入所して生活する
	1
	6
	20
	27

	わからない・その他
	1
	4
	1
	6

	合計
	3
	13
	31
	47


	（イ）自宅にて生活しており、発達障がいの診断を受けている方の考え（20名）

	


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	0
	1
	10
	11

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	1
	1

	施設に入所して生活する
	0
	0
	2
	2

	わからない・その他
	0
	1
	5
	6

	合計
	0
	2
	18
	20


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	0
	0
	4
	4

	グループホームに入居して生活する
	0
	1
	5
	6

	施設に入所して生活する
	0
	0
	4
	4

	わからない・その他
	0
	1
	5
	6

	合計
	0
	2
	18
	20

	（ウ）自宅にて生活しており、強度行動障がいがある方の考え（３名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	0
	1
	1
	2

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設に入所して生活する
	0
	0
	0
	0

	わからない・その他
	0
	1
	0
	1

	合計
	0
	2
	1
	3


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームにして生活する
	0
	1
	0
	1

	施設に入所して生活する
	0
	1
	1
	2

	わからない・その他
	0
	0
	0
	0

	合計
	0
	2
	1
	3


	（エ）施設に入所して生活している方の考え（７名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	サービスを利用しながら生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設にて生活する
	1
	3
	2
	6

	わからない・その他
	0
	0
	1
	1

	合計
	1
	3
	3
	7


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	サービスを利用しながら生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	1
	1

	施設にて生活する
	1
	2
	1
	4

	わからない・その他
	0
	1
	1
	2

	合計
	1
	3
	3
	7


（２）市町村担当課への聴き取り調査結果（岐阜市）
	○市の調査では、将来的には、「ヘルパーなどの支援により自宅で暮らしたい」が多いが、知
的障がいの方については「施設に入所したい」や「グループホームで暮らしたい」が多い。
○親亡き後の生活がイメージできず漠然とした不安を持っている方がいる。
○入所施設は、一定の利用希望がある。
○緊急時に対応できる短期入所、夜間対応ができるグループホームが今後必要。


◆西濃圏域
（１）障がいのある方へのアンケート調査結果（海津市）
○　海津市と共同してアンケート調査を実施し、その結果を基に、特に障がいの程度が重度の方における今後の生活基盤のニーズを把握するため、次のとおり分析しました。
	（ア）自宅にて生活しており、障害支援区分４～６の認定を受けている方の考え（15名）


　　■３年後の生活についての考え

	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	2
	3
	5
	10

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	1
	1

	施設に入所して生活する
	0
	0
	1
	1

	わからない・その他
	0
	1
	2
	3

	合計
	2
	4
	9
	15


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	0
	1
	0
	1

	グループホームに入居して生活する
	1
	0
	4
	5

	施設に入所して生活する
	0
	2
	5
	7

	わからない・その他
	1
	1
	0
	2

	合計
	2
	4
	9
	15


	（イ）自宅にて生活しており、発達障がいの診断を受けている方の考え（１名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設に入所して生活する
	0
	0
	1
	1

	わからない・その他
	0
	0
	0
	0

	合計
	0
	0
	1
	1


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設に入所して生活する
	0
	0
	1
	1

	わからない・その他
	0
	0
	0
	0

	合計
	0
	0
	1
	1

	（ウ）自宅にて生活しており、強度行動障がいがある方の考え（０名）


　　　※本調査の対象者の中には、該当する方はいませんでした。

	（エ）施設に入所して生活している方の考え（１名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	サービスを利用しながら生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設にて生活する
	1
	0
	0
	1

	わからない・その他
	0
	0
	0
	0

	合計
	1
	0
	0
	1


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	サービスを利用しながら生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設にて生活する
	1
	0
	0
	1

	わからない・その他
	0
	0
	0
	0

	合計
	1
	0
	0
	1


（２）市町村担当課への聴き取り調査結果（大垣市）
	○市で実施した調査の結果、「当面は自宅で生活したい」が一番多かった。介護者・支援者がいなくなった後のニーズ調査は行っていないが、今後利用したいサービスとして「短期入所」が一番多く、居住系サービスでは「施設入所」、「グループホーム」の順に多かった。

○入所施設については、入所希望の方が一定程度いるが、待機者がいるためすぐには入所できない状況にある。また、入所するとなかなか退所できず、地域移行が進んでいない。

○市の次期障害福祉計画においては、入所施設の利用者数を維持することとした。アンケートやヒアリングでも入所を希望する声があった。

○短期入所は、今後利用したいと希望している方が多いため、増加を見込んでいる。利用にあたっては事前の予約が必要で、緊急時の対応に苦慮している。
○グループホームのサービス見込量も増加を見込んでいる。


◆中濃圏域
（１）障がいのある方へのアンケート調査結果（美濃加茂市）
○　美濃加茂市と共同してアンケート調査を実施し、その結果を基に、特に障がいの程度が重度の方における今後の生活基盤のニーズを把握するため、次のとおり分析しました。
	（ア）自宅にて生活しており、障害支援区分４～６の認定を受けている方の考え（15名）


　　■３年後の生活についての考え

	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	0
	1
	11
	12

	グループホームに入居して生活する
	0
	1
	0
	1

	施設に入所して生活する
	0
	1
	0
	1

	わからない・その他
	0
	0
	1
	1

	合計
	0
	3
	12
	15


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	0
	1
	1
	2

	施設に入所して生活する
	0
	1
	8
	9

	わからない・その他
	0
	1
	3
	4

	合計
	0
	3
	12
	15


	（イ）自宅にて生活しており、発達障がいの診断を受けている方の考え（12名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	0
	4
	7
	11

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設に入所して生活する
	0
	0
	0
	0

	わからない・その他
	0
	0
	1
	1

	合計
	0
	4
	8
	12


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	0
	3
	1
	4

	施設に入所して生活する
	0
	0
	5
	5

	わからない・その他
	0
	1
	2
	3

	合計
	0
	4
	8
	12

	（ウ）自宅にて生活しており、強度行動障がいがある方の考え（０名）


　　  ※本調査の対象者の中には、該当する方はいませんでした。

	（エ）施設に入所して生活している方の考え（１名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	サービスを利用しながら生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設にて生活する
	0
	0
	0
	0

	わからない・その他
	0
	1
	0
	1

	合計
	0
	1
	0
	1


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	サービスを利用しながら生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設にて生活する
	0
	0
	0
	0

	わからない・その他
	0
	1
	0
	1

	合計
	0
	1
	0
	1


（２）市町村担当課への聴き取り調査結果（可児市）
	○特別支援学校生徒の保護者への調査においては、保護者が健在なうちは「自宅での生活」とするニーズが多かった。将来の施設入所の需要も一定程度あるが、現時点でははっきり決められないという方が多い。

○入所施設は、常にほぼ満床状態。発達障がい、重度。医療的ケア、強度行動障がいの方については、入所の意向が強い。

○グループホームは、現在のところ利用者は定員まで満たされていない。

○親亡き後について、利用者の保護者は、安心して預けたいというニーズがある。そのため、日中利用している福祉サービス事業所が利用者の状況を把握しているため、同一法人に居住系の福祉サービス事業（施設入所・グループホーム）を提供して欲しいと希望している。

○障がい者は、環境変化に慣れるのに時間がかかるため、日中活動や宿泊の体験の機会を作り、段階を追って取り組む必要がある。そのことを保護者にも理解してもらい、特にグループホームの体験利用や短期入所の利用を促進していく。


◆東濃圏域
（１）障がいのある方へのアンケート調査結果（恵那市）
○　恵那市と共同してアンケート調査を実施し、その結果を基に、特に障がいの程度が重度の方における今後の生活基盤のニーズを把握するため、次のとおり分析しました。
	（ア）自宅にて生活しており、障害支援区分４～６の認定を受けている方の考え（28名）


　　■３年後の生活についての考え

	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	15
	1
	5
	21

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設に入所して生活する
	0
	0
	0
	0

	わからない・その他
	4
	2
	1
	7

	合計
	19
	3
	6
	28


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	3
	0
	2
	5

	グループホームに入居して生活する
	5
	1
	1
	7

	施設に入所して生活する
	6
	1
	3
	10

	わからない・その他
	5
	1
	0
	6

	合計
	19
	3
	6
	28


	（イ）自宅にて生活しており、発達障がいの診断を受けている方の考え（39名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	1
	4
	26
	31

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	1
	1

	施設に入所して生活する
	0
	0
	1
	1

	わからない・その他
	0
	0
	6
	6

	合計
	1
	4
	34
	39


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	1
	1
	15
	17

	グループホームに入居して生活する
	0
	1
	6
	7

	施設に入所して生活する
	0
	1
	6
	7

	わからない・その他
	0
	1
	7
	8

	合計
	1
	4
	34
	39

	（ウ）自宅にて生活しており、強度行動障がいがある方の考え（８名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	3
	2
	1
	6

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設に入所して生活する
	0
	1
	0
	1

	わからない・その他
	1
	0
	0
	1

	合計
	4
	3
	1
	8


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	1
	1

	施設に入所して生活する
	1
	2
	0
	3

	わからない・その他
	3
	1
	0
	4

	合計
	4
	3
	1
	8


	（エ）施設に入所して生活している方の考え（12名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	サービスを利用しながら生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設にて生活する
	4
	3
	2
	9

	わからない・その他
	1
	1
	1
	3

	合計
	5
	4
	3
	12


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	サービスを利用しながら生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設にて生活する
	4
	2
	1
	7

	わからない・その他
	1
	2
	2
	5

	合計
	5
	4
	3
	12


（２）市町村担当課への聴き取り調査結果（多治見市）
	○市でのニーズ調査の結果、短期入所とグループホームの利用に係る要望が多い。特に短期入所については、緊急時の利用ができないくらいのニーズがある。
○障がいの重い方についてグループホームで対応することは、現状では困難であり、施設入所が必要。また、施設に現在入所している人が地域へ戻ることも極めて困難。


◆飛騨圏域
（１）障がいのある方へのアンケート調査結果（高山市）
○　高山市と共同してアンケート調査を実施し、その結果を基に、特に障がいの程度が重度の方における今後の生活基盤のニーズを把握するため、次のとおり分析しました。
	（ア）自宅にて生活しており、障害支援区分４～６の認定を受けている方の考え（42名）


　　■３年後の生活についての考え

	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	4
	9
	17
	30

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	1
	1

	施設に入所して生活する
	0
	1
	0
	1

	わからない・その他
	0
	4
	6
	10

	合計
	4
	14
	24
	42


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	0
	0
	2
	2

	グループホームに入居して生活する
	1
	4
	10
	15

	施設に入所して生活する
	2
	7
	7
	16

	わからない・その他
	1
	3
	5
	9

	合計
	4
	14
	24
	42


	（イ）自宅にて生活しており、発達障がいの診断を受けている方の考え（67名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	2
	8
	42
	52

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	2
	2

	施設に入所して生活する
	0
	3
	0
	3

	わからない・その他
	1
	3
	6
	10

	合計
	3
	14
	50
	67


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	0
	1
	5
	6

	グループホームに入居して生活する
	0
	6
	24
	30

	施設に入所して生活する
	0
	7
	12
	19

	わからない・その他
	3
	0
	9
	12

	合計
	3
	14
	50
	67

	（ウ）自宅にて生活しており、強度行動障がいがある方の考え（５名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	2
	1
	2
	5

	グループホームに入居して生活する
	0
	0
	0
	0

	施設に入所して生活する
	0
	0
	0
	0

	わからない・その他
	0
	0
	0
	0

	合計
	2
	1
	2
	5


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	現在と同じように生活する
	1
	0
	0
	1

	グループホームに入居して生活する
	1
	0
	0
	1

	施設に入所して生活する
	0
	0
	1
	1

	わからない・その他
	0
	1
	1
	2

	合計
	2
	1
	2
	5


	（エ）施設に入所して生活している方の考え（96名）


　　■３年後の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	サービスを利用しながら生活する
	1
	1
	0
	2

	グループホームに入居して生活する
	0
	2
	1
	3

	施設にて生活する
	38
	39
	8
	85

	わからない・その他
	2
	3
	1
	6

	合計
	41
	45
	10
	96


　　■主な介助・支援者が介助・支援できなくなった場合の生活についての考え
	
	60歳

以上の方
	40・50歳代の方
	30歳代
以下の方
	合計

	サービスを利用しながら生活する
	0
	0
	0
	0

	グループホームに入居して生活する
	7
	11
	2
	20

	施設にて生活する
	21
	30
	7
	58

	わからない・その他
	13
	4
	1
	18

	合計
	41
	45
	10
	96


（２）市町村担当課への聴き取り調査結果（高山市）
	○グループホームは、増加しているが、待機者がいる状況であり、ニーズがある。
○施設入所は、重度の障がいをもつ方を中心にニーズがあり、減らすほどではないと考える。　

○今後、グループホームの整備が進めば、施設からグループホームに移行できる状態の方は
移行していただき、施設には、より重度の方に入所していただけるようにしたい。


２　関係団体への聴き取り調査
　支援プランを策定するに当たり、関係する32団体に意見聴取を行った中で、障がいのある方の地域での生活に関するニーズや施設入所及び短期入所に係るニーズ等についての意見を伺いました。
＜意見のまとめ＞
	■　地域移行を進めるには地域の受け皿を作ることは必要。施設入所定員を削減するのであれ

　ば、グループホームの整備促進や日中活動サービス等の充実を併せて進める必要がある。

■　グループホーム等による地域での生活を希望する方がいる一方、高齢化、重度化、医療的

　ケアの観点から、どうしても入所施設が必要だという人は必ずいるのが現実。

■　地域の受け皿となるグループホームの建設には、予算や地域住民の理解といった課題があ

　る。


＜意見１＞
	○　グループホームについては既存の事業所が促進していければよいが、金銭的負担も大きく

　難しい。

○　入所者の削減目標への反対には、成人後の親の負担といった背景がある。単に数値目標を

　考えるのではなく、その背景の解決を考える必要がある。


＜意見２＞
	○　グループホームは周囲からの理解を得るのが難しい。障がい者側も地域で生きていく限り

　は地域の一員として地域の行事に参加するなど、顔を知ってもらわないといけない。

○　グループホームは世話人の数も足りていない。

○　今までの人生のほとんどを入所施設で過ごしてきた方が高齢になってから地域に移行する

　のは非常に困難。


＜意見３＞
	○　親亡き後の住まいの確保の推進が必要。障がい者の終の棲家となるところが少ない。


＜意見４＞
	○　地域で暮らすためにはヘルパーの存在は重要。ヘルパーの確保に向けた取組みを。

○　今までの地域移行は、本来施設から出られる人が出られるべくして出ているだけ。このま

　まいけば頭打ちになるのは当然なので、どこまで地域移行するのかを考えるべき。


＜意見５＞
	○　親達は子が重度であればあるほど、自分が元気なうちに道筋をつけたいと思う。


＜意見６＞
	○　身体障がい者のグループホームがなく、地域で暮らしたいと要望されても、地域移行がで

　きない状況。

○　障がい状況や高齢化などに左右されず、可能な限り住み慣れた場所でその時々の状況に合

　わせて生活を保障できるようにしてほしい。


＜意見７＞
	○　グループホームの整備の際、金銭的な問題がある。報酬に、高齢、重度の加算等、グルー

　プホームを作りやすくする環境を整備すべき。報酬が低いと人材も集まらない。また、地域

　の反対でとん挫することもある。特に高齢者の方が、障がい者像の固定観念がある。

○　過去、会員に対して意向調査を行った結果、入所者から継続利用したいとの要望が多かっ

　た。


＜意見８＞
	○　地域移行の推進はグループホームや日中活動の場の整備と表裏一体。

○　国の示す入所者２％減は影響が大きく、不必要な減は反対。高齢化、重度化、医療的ケア

　の観点からグループホームにいられない人たちが増えている。これらの方々は、入所施設以

　外に行き場所がない。


＜意見９＞
	○　県の実情に沿った基準設定をしてほしい。県には柔軟な対応をしてほしい。

○　地域で暮らしたいと思う方でも、現実的には自己資金が必要なため、できない事がある。

　金銭的な面での支援をお願いしたい。


＜意見１０＞
	○　親亡き後、自閉症に対応できる入所施設、グループホームがまだまだ足りない。


＜意見１１＞
	○　親亡き後の住まいの確保としてグループホームの整備を併せて推進し、入所施設定員の目
　標を実情に合わせて設定すること。


＜意見１２＞
	○　グループホームの建設は、家族が声をかけて地域に理解を求める必要がある。施設任せで
　はなく、家族も一緒に行うことが重要。


＜意見１３＞
	○　入所障害者の地域移行の目標達成のためにはもう少し地域での受け皿が必要。


＜意見１４＞
	○　精神障がい者に地域移行を促されるのはよいが、受入が難しいのでは。


＜意見１５＞
	○　入所定員に関して、今までと大きく状況は変わっていない。引き続き入所定員の確保をお
　願いしたい。

○　高齢の障がい者にとっては、親亡き後の住まいは入所施設しかない。受け皿をどうしてい
　くかを考える時期に、いよいよ来ている。

○　グループホームの建設に関して地域住民の反対という問題がある。反対があった時に相談　

　する先がない。行政に支援してもらわないと立ち向かっていけない。


３　障害者支援施設における待機者調査
　県内の障害者支援施設における待機者の状況（平成２９年３月３１日現在）について、市町村ごとに調査しました。
※平成29年5月15付け障第348号「指定障害者支援施設に係る待機者の状況について」調査結　

　果（県障害福祉課調べ）
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【参考】入所待機者数（H26.3.31現在）
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障がい者の将来の生活の拠点に


関するニーズ調査


【調査結果】
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